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サステナブルな地球環境への取り組み推進

ライオングループは、地球規模で広がる環境問題に対して、パリ協定や
持続可能な開発目標（SDGs）の世界目標の達成に事業を通じて貢献すべく、
2019年に長期環境目標 「LION Eco Challenge 2050」 を策定しました。
「脱炭素社会」 と 「資源循環型社会」 の実現を目指し、脱炭素、プラスチック、
水資源の課題解決に向けた取り組みを具体化していきます。



LION Eco Challenge 2050と容器・包装

Reduce Reuse Recycle Renewable
使用量を減らす 容器を再利用する 容器の再資源化 再生可能な原料を使う



Reduce 使用量を減らす ー容器や包装を小さく・少なくー
Reuse 容器を再利用する ーつめかえ用製品を増やすー

製品の濃縮化により、プラスチックの使用量を削減

濃縮製品の

出荷比率は全体の
約５割

53%
33%

43ｇ 32ｇ
△26%

116ｇ 71ｇ
△39%

つめかえることで、プラスチックの使用量を削減

73ｇ×5本＝365g 73ｇ ＋ 39g
＝ 112ｇ △69%

4回
つめかえ

つめかえ製品の

出荷比率は全体の
約８割



Recycle 容器の再資源化 ー再生材料を積極的に使うー
Renewable 再生可能な原料を使うー石油以外の原料の活用ー

台所用洗剤容器では
再生ＰＥＴ樹脂を使用しています。

http://www.petbottle-rec.gr.jp/more/material.html

バイオマスプラスチックを、衣料用洗剤容器に活用。
石油由来プラスチック使用量を減らしています。



最近の施策事例：ハブラシリサイクル

使用済み「ハブラシ」を回収し、社会へ還元するリサイクルプロセス構築をめざして

スタート 2015～（継続中） スタート 2020～（継続中）

回収量 620,250本（延べ実績） 回収量 40,000本/年(計画）

回収拠点 622拠点 テラサイクル社HP事前登録制 回収拠点 85拠点 区内学校・公共施設等

回収方法 拠点で集約後、宅配便でテラサイクル社へ送付 回収方法
拠点で集約後、すみだ清掃事務所が回収
→タカブラリサイクル（荒川区）

再生物 プランター等 再生物 検討中（区の活動に資するものとして再生)

当社の役割 事業継続に関わる費用負担 当社の役割 事業継続に関わる費用負担

全国の生活者に広く参加頂き、プラスチックリサイクルへの認知・機運を高め

る →CSR的活動

自治体を巻き込んだ地産地消の、持続可能なプラスチックリサイクルシステム

の構築 →CSV的活動

A. 全国を対象としたリサイクル活動

数字は2020年1月時点

B. 自治体清掃事業への組込リサイクル活動

墨田区



ＣＬＯＭＡにおけるリデユース推進の考え方

・新しい素材開発
・新しい構造の開発

現行の品質を維持しながら減らす

・新しい品質基準の設定
・流通の進化・変化への適応

要求品質を見直すことで減らす

・新しい行動の提案

用途・行動を見直すことで減らす

２０３０年までに容器・包
装で使用する化石資源由来
のバージンプラスチックを
２５％排出抑制する

CLOMA アクションプラン実証テスト
洗口液容器リデュース

①業界を挙げた基準作り、法規制緩和
②新サービスや新産業の創出
③生活者への啓発活動



ご静聴ありがとうございました


